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１．はじめに

本稿の目的は、四代のヴァロワ家ブルゴーニュ公、即ち、初代フィリップ・ル・アルディ（豪

胆公、公在位1363-1404年、フランドル伯ほか在位1384-1404年）、第�代ジャン・サン・プール

（無畏公、在位1404-1419年）、第�代フィリップ・ル・ボン（善良公、在位1419-1467年）およ

び第�代シャルル・ル・テメレール（突進公、在位1467-1477年）が、およそ百年に及んで繰り

広げた宮廷儀礼のクロノロジーを一覧化し、今後のブルゴーニュ宮廷史研究に資するための見

取り図を作成することにある。

ブルゴーニュ公国およびその宮廷の歴史に関しては、同公国の支配がかつて及んだか、ある

いは、対外的な関係を有したヨーロッパ諸国の研究者を糾合しつつ、数多くの研究が蓄積され

てきた1)。筆者もブルゴーニュ宮廷史の動向を、その基礎に立ち返って歴代公の公位継承（と

りわけディジョン入市）、結婚（四代公あわせて�回）、葬儀（ディジョン西郊カルトジオ会シャ

ンモル修道院での葬送）等をめぐって、多少なりとも情報収集と考察を進めてきた2)。これら

の宮廷儀礼が個別に検討すべき課題であることは言うまでもないが、（先代）公が亡くなれば新

公の即位があり、また、即位に先立つか先立たないかはともかく結婚すれば嫡子誕生が待望さ

れるものであり、こうした君侯の通過儀礼は、実際、相互の連関が常に想定されてきたのであ

る。そこで本稿では、ブルゴーニュ公国四代百年にわたる「国家儀礼」とも呼びうる同宮廷の

儀礼（クロノロジー）を全体として呈示して、今後の展望を図りたい。

ヴァロワ家ブルゴーニュ公国は、フランス筆頭諸侯たるブルゴーニュ公が、1384年から1477

年までの間、神聖ローマ帝国（ドイツ）とフランス王国に跨って領有した諸領邦から構成され、

代を重ねるにつれてその領土を拡張していった3)。これらの諸領邦は、根拠地であるブルゴー

ニュ公領を中心とする南部の領域ブロック（ブルゴーニュ地方）と、経済的先進地域であるフ

ランドル伯領を中心とする北部の領域ブロック（低地地方）の南北それぞれに領域的まとまり

をなした。公国の政治的・行政的中心都市として、公国前半の初代および第�代の公のもとで

は、とりわけディジョン、パリ、リルの各都市が枢要な位置を占めるが、後半の第�代と最後
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の公の治世に至っては、第�代公ジャンの殺害（1419年）を契機に両公とも専ら北部の低地地

方に長く滞在することになる。ブラバント公領のブリュッセルが次第に首都的な様相を呈して

くるとはいえ、概して公たちはフランドル諸都市とブリュッセルの間で宮廷を移動させつつ、

北部領域ブロックに足場を固めていったのである。

公国前半期と後半期の間には大きくこのような変化がみられるとはいえ、南部のブルゴー

ニュ公領の領有こそが、フランス筆頭諸侯たるブルゴーニュ公の地位を保障し、なおかつその

首都ディジョンの郊外には、初代公が創建し埋葬されたシャンモルのカルトジオ会修道院が存

在した。さらに、第�代公フィリップは、三度目のポルトガル王女イザベルとの結婚（1430年

�月）の際に金羊毛騎士団（Ordre de la Toison d’or）を創設し、その本拠をディジョンのブルゴー

ニュ公邸に附設されるサント・シャペル（「聖礼拝堂」）と定めた。その結果、旧都ディジョン

は公国の紛れもない精神的・理念的首都となり、即位ならびにシャンモルでの葬送とも相俟っ

て、ディジョンでの入市は重要な意義を維持し続けたのである4)。

他方、初代公フィリップは、妻マルグリット・ド・フランドルを通じてフランドル伯領ほか

の低地地方を領有すると、1386年にそのワロン語（フランス語）圏都市リルに評議院および会

計院を設置した（ディジョンにも同様に設置）。これによって都市リルは北部領域ブロック全

体の行政中心地として浮上する。同市のブルゴーニュ公邸（フランドル伯邸）そばに、初代公

妃マルグリットの父フランドル伯ルイ・ド・マルやマルグリット自身も埋葬されたサン･ピエー

ル参事会教会があったことも見逃せない。このような行政的首都リルの重要性はその後も揺る

ぎないとはいえ、ヘントとともにフランドル有数のフラマン語（オランダ語）圏都市であるブ

ルッヘには同地方で最も由緒ある教会の一つであるシント・ドナース（サン・ドナシアン）教

会が存在した。フランドル諸都市が外来のブルゴーニュ公に対し屡々叛乱を惹き起こしたこと

を考慮すると、同公のブルッヘでの即位後最初の入市は極めて重要で、シント・ドナース教会

のブルゴーニュ公（フランドル伯）の宮廷との結びつきもかなり強かった。また、ブルッヘで

亡くなった第�代公フィリップの葬儀は、その遺言にもかかわらず、一旦は同市のこの教会で

厳かに執り行われたのである5)。そのため、本稿ではシント・ドナース教会を有するブルッヘ

での入市を項目として掲げている。ディジョンやブルッヘでの入市に際して、新公は都市共同

体と宣誓を交わし、旧来の諸慣習・諸特権の確認を必ず行ったのである。

こうして、表「歴代ブルゴーニュ公の宮廷儀礼」（本稿末尾参照）には、以下の項目を年毎（縦

軸）に挙げている。即ち、(a)出生、(b)結婚、(c)死没、(d)葬儀、(e)ディジョン入市（サント・

シャペル宣誓）、(f)ブルッヘ入市、(g)金羊毛騎士団総会（開催）の各項目である。本稿では、

このうち(b)結婚と(d)葬儀を中心に説明を加えていきたい6)。

２．歴代公の結婚

まず、四代の各ブルゴーニュ公およびマリ・ド・ブルゴーニュの主に(b)結婚について、以下、

生没年・地を除いて、即位（ブルゴーニュ公位継承）および嫡子誕生とともに年代順に列挙す

る。

Ⅰ 初代フィリップ・ル・アルディPhilippe le Hardi

生没年・地 1342.1.17生（ポントワーズPontoise）∼1404.4.27没（ハルHal / Halle）
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ブルゴーニュ公位継承 1363年

結婚 A. 1369.6.19火 於ヘントGent / Gand、（旧）シント・バーフ（サン・バヴォン）教会

St-Baafskerk / Eglise de St-Bavon7)

∞ マルグリット・ド・フランドルMarguerite de Flandre

1350年生（マーレMale）∼1405.3.21没（アラスArras)8)

父 フランドル伯ルイ・ド・マルLouis de Male（1384.1.30没）

母 マルグリット・ド・ブラバンMarguerite de Brabant（1368年没）

嫡子誕生 1371.5.28（ジャン・サン・プール)9)

フランドル伯位等継承 1384年

Ⅱ 第�代ジャン・サン・プールJean sans Peur

生没年・地 1371.5.28生（ディジョンDijon）∼1419.9.10没（モントロMontereau）

結婚 B. 1385.4.12水 於カンブレCambrai、ノートル・ダム司教座聖堂Cathédrale N.-Dame10)

∞ マルグリット・ド・バヴィエールMarguerite de Bavière

1363年生（デン・ハーフDen Haag）∼1424.1.24没（ディジョン）

父 バイエルン公アルブレヒトAlbrecht von Bayern / Albert de Bavière（1404年没）

母 マルガレーテ・フォン・リークニッツ=ブリークMargarete von Liegnitz-Brieg /

Marguerite de Brieg（1386年没)11)

嫡子誕生 1396.7.31（フィリップ・ル・ボン)12)

ブルゴーニュ公位継承 1404年

フランドル伯位等継承 1405年

Ⅲ 第�代フィリップ・ル・ボンPhilippe le Bon

生没年・地 1396.7.31生（ディジョン）∼1467.6.15没（ブルッヘBrugge / Bruges）

初婚 C. 1405.2.14土 於パリParis13)

∞ ①ミシェル・ド・フランスMichelle de France

1395.1.11/12生∼1422.7.8没（ヘント）

父 フランス王シャルル6世Charles VI（1422年没）

母 イザボ・ド・バヴィエールIsabeau de Bavière（1435年没）

ブルゴーニュ公位継承 1419年

再婚 D. 1424.11.30木 於ムラン=アンジルベールMoulins-Engilbert、ヌヴェール伯城館14)

∞ ②ボンヌ・ダルトワBonne d’Artois

1394.6初生∼1425.9.17没（ディジョン)15)

父 ユ伯フィリップ・ダルトワPhilippe d’Artois（1397年没）

母 マリ・ド・ベリMarie de Berry（1434年没）

再々婚 E. 1430.1.7土 於スロイスSluis / L’Ecluse16)

∞ ③イザベル・ド・ポルチュガルIsabelle de Portugal

1397年生（エヴォラÉvora）∼1471.12.17没（エールAire）

父 ポルトガル王ジョアン1世Joãn I（1433年没）

母 フィリッパ・オブ・ランカスタPhilippa of Lancaster/ Philippa de Lancastre
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（1415年没)17)

嫡子誕生 1433.11.11（シャルル・ル・テメレール)18)

Ⅳ 第�代シャルル・ル・テメレールCharles le Téméraire

生没年・地 1433.11.11生（ディジョン）∼1477.1.5没（ナンシィ郊外devant Nancy）

［アラス会議 1435.8.5∼9.21］

初婚 F. 1439.6.11木 於サン=トメールSt-Omer、（恐らく）サン・ベルタン修道院Abbaye de

St-Bertin
19)

∞ ①カトリーヌ・ド・フランスCatherine de France

1428年生∼1446.7.30-31没（ブリュッセルBruxelles）

父 フランス王シャルル�世Charles VII（1461年没）

母 マリ・ダンジューMarie d’Anjou（1463年没）

［雉の誓いの宴 1454.2.17（於リルLille、ド・ラ・サル館Hôtel de la Salle）］

再婚 G. 1454.10.30水 於リル

∞ ②イザベル・ド・ブルボンIsabelle de Bourbon

1436年生∼1465.9.25-26 没（アントウェルペンAntwerpen / Anvers)20)

父 ブルボン公シャルルCharles de Bourbon（1456年没）

母 アニェス・ド・ブルゴーニュAgnès de Bourgogne（1476年没）

嫡子誕生 1457.2.13（マリ・ド・ブルゴーニュ)21)

ブルゴーニュ公位継承 1467年

再々婚 H. 1468.7.3日 於ダムDamme22)

∞ ③マルグリット・ド・ヨークMarguerite de York / Margaret of York

1446年生∼1503.11.23没（メヘレンMechelen / Malines）

父 ヨーク公リチャードRichard, duke of York（1460年没）

母 シスリ・ネヴィルCicely Neville / Cécile Neville（1495年没）

Ⅴ マリ・ド・ブルゴーニュMarie de Bourgogne

生没年・地 1457.2.13生（ブリュッセル）∼1482.3.27没（ブルッヘ）

フランドル伯位等継承 1477年

結婚 I. 1477.8.19火 於ヘント

∞ マクシミリアン�世Maximilian I. / Maximilien Ier23)

1459.3.22生（ヴィーナー・ノイシュタットWiener Neustadt）∼1519.1.12没（ヴェ

ルスWels）

父 神聖ローマ皇帝フリードリヒ�世Friedrich III.（1493年没）

母 エレオノーレ・フォン・ポルトゥガルEleonore von Portugal（1467年没）

嫡子誕生 1478.6.22（フィリップ・ル・ボ）

以下では、四代公の結婚と嫡子誕生の時間的関係についてのみ言及しておきたい。

初代公フィリップは、1369年�月19日にヘントのシント・バーフ教会で挙式し、�年後の

1371年	月28日に嫡子である第�代公ジャンをもうけた。この嫡子ジャンは、1385年�月12日
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にカンブレ司教座聖堂で、妹マルグリットとともにドイツ・バイエルン家との合同挙式を執り

行った。さらにその嫡子となる第�代公フィリップが生まれたのは11年後の1396年�月31日で

あり、奇しくものちに公位を継承するヌヴェール伯ジャンのニコポリス十字軍遠征中であった。

嫡男フィリップの誕生までにはやや時間がかかっているが、フィリップには姉が二人がおり、

長姉マルグリットは初婚（1412年）の相手フランス王太子ギュイエンヌ公ルイ（フランス王シャ

ルル�世の兄）に先立たれた後には、のちにブルターニュ公となるアルチュールと再婚（1423

年）した。一方、フィリップの次姉マリはブルゴーニュ公家とその後も緊密な関係を維持し続

けた下ライン地方に拠点をもつクレーヴェ公家に嫁いでいる（1406年)24)。

次に、嫡子に恵まれず、なおかつともに二度も公妃に先立たれた第�代公フィリップと第�

代公シャルルについて述べておこう。第�代公フィリップは、初婚で1405年�月14日（於パリ）

に幼くしてフランス王女ミシェル・ド・フランスを娶ったが、同妃は実家のフランス王家と嫁

ぎ先のブルゴーニュ公家の血生臭い確執の中で1422年�月�日に没した。�年後、公フィリッ

プは、自身の叔父でアザンクールの対イングランド戦において没したヌヴェール伯フィリップ

の寡婦ボンヌ・ダルトワと再婚した。しかし、翌1425年
月にまたもや公妃に先立たれた。そ

の後、三度目のポルトガル王女イザベルとの結婚は、1430年�月�日、スロイスで執り行われ

た。しかし、三度目の結婚においても、二人の男子を産みながらも続けざまに失い、ようやく

嫡子シャルルが誕生したのは�年後の1433年11月11日で、ディジョンにおいてであった。

最後の公シャルルは、その父フィリップ同様に、幼くしてフランス王女カトリーヌと1439年

�月11日（於サン･トメール）に結婚するが、�年後に先立たれた。その後1454年10月30日にリ

ルにおいて、ブルボン公女（父フィリップの妹アニェスの娘で、シャルルの従妹）イザベル・

ド・ブルボンと再婚した。このイザベルとの間に生まれたのが、唯一の嫡出子となるマリ・ド・

ブルゴーニュであり、ブリュッセルで1457年�月13日に誕生した。しかし、イザベルは1465年


月下旬に亡くなり、シャルルは公位継承（1467年）後の1468年�月�日に、イングランド王

家の血筋を引くマーガレットと再々婚することになる。1477年に、ナンシィの野で公シャルル

が戦没したことによってブルゴーニュ公国は解体するが、遺娘マリ・ド・ブルゴーニュの、マ

クシミリアンとの結婚（於ヘント、1477年�月19日）を通じて、ブルゴーニュ公国の遺産は曲

がりなりにもハプスブルク家へと引き継がれていくのである。

3. 歴代公の葬儀

Ⅰ 初代フィリップ・ル・アルディ（於ハル、1404.4.27没。享年62歳)25)

1404.4.27 ブリュッセル近郊のハルにおいて逝去。臓腑はハルのシント・マルティヌス教

会に、年代記作者モンストルレに拠れば、心臓はパリ北郊サン・ドニ修道院に埋

葬された。遺体はその後ディジョン郊外墓所シャンモル修道院に移送された。

――.6.16 シャンモルでの葬送。

――.6.17 第�代公ジャン・サン・プールのディジョン入市。

※ 初代公妃（フランドル女伯）マルグリット（於アラス、1405.3.21没)26)

1405.3.21 アラスにて没。

――.3.25 父伯ルイ・ド・マルおよび母マルグリット・ド・ブラバンが埋葬されたリルのサ

ン・ピエール参事会教会にて葬送。
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――.4.12 フランドル伯として第�代公ジャンによるリル入市。

Ⅱ 第�代ジャン・サン・プール（於モントロ、1419.9.10没。享年48歳)27)

1419.9.10 パリ南東モントロで王太子シャルル（のちのフランス王シャルル�世）による謀

殺。モントロのノートル・ダム教会での遺体保管。

1420.6.23 第�代公フィリップ・ル・ボンによるモントロの奪還。

――.6.25 イングランド王ヘンリ	世らとともにミサ挙行後、シャンモル移送。

――.7.12 シャンモルでの葬送（1420.7.11到着）。

1422.2.19 第�代公フィリップによるディジョン入市。

Ⅲ フィリップ・ル・ボン（於ブルッヘ、1467.6.15没。享年70歳)28)

1467.6.15 ブルッヘにて没。その後、検死。

――.6.21 イングランド王ヘンリ�世らとともにシント・ドナース参事会教会にて葬送（臓

腑の埋葬）。遺体はシャンモル移送までの安置。

1474.1.23 第�代公シャルル・ル・テメレールのディジョン入市。

――.2.11 シャンモルでの葬送（1474.2.10到着、サント・シャペルを経由）。

Ⅳ シャルル・ル・テメレール（於ナンシィ郊外devant Nancy、1477.1.5没。享年43歳)29)

1477.1.5 ナンシィ目前の戦場にて討死。ナンシィのサン・ジョルジュ参事会教会に埋葬（遺

体は聖セバスティアン祭壇の近く、心臓は聖母マリアの小礼拝堂内に安置）。

1550 遺体は、曽孫カール	世によりブルッヘのオンゼ・リーヴェ・ブラウ（ノートル・

ダム）教会に移送。

1743 心臓は、ナンシィ・聖ジョルジュ参事会教会の取り壊しのため、ナンシィのフラ

ンシスコ会修道院に移送。

初代公は1404年�月27日にブリュッセル南西近郊のハルで没し、その腐蝕する臓腑はハルの

シント・マルティヌス教会に、心臓は年代記作者モンストルレに拠ればサン・ドニ修道院に埋

葬されたという。防腐処理された遺体の方は、150以上の喪服が支給された上で�月30日にハ

ルを立ち、約550 kmの道程をディジョンに向けられた。当初、遺体は�人の息子ジャン、フィ

リップ、アントワーヌに伴われたが、嫡子ジャンは途中フランス王への臣従礼のため一旦葬送

行列を離れ、ディジョンの目前サン=セーヌ=ラベイで再度合流した。遺体はドゥエに�週間程

留められ、アラス、パリ、カンブレジ、シャンパーニュを経由して移送された。�月15日に嫡

子ジャンが合流した後、�月16日にシャンモル修道院で葬儀が執り行われ、翌�月17日には、

新公ジャンのディジョン入市が行われた30)。

ところで、初代公妃であるフランドル女伯マルグリットは、公フィリップが没した翌年の

1405年�月21日にアラスで亡くなった。マルグリットは、自身の父母が眠るリルのサン・ピエー

ル参事会教会に�月25日に埋葬され、嫡子ブルゴーニュ公ジャンが正式にフランドル伯となっ

た。なお、初代公夫妻の夫婦仲が悪かった訳ではなく、ブルゴーニュ公国支配領域における南

北二極性を示しているとする見解もみられる31)。

次に第�代公ジャンは、1419年
月10日にパリ南東のモントロで王太子シャルル（のちのフ
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ランス王シャルル�世）によって謀殺された。モントロは引き続き王太子派の勢力下に置かれ

たが、この間、幸いにしてこの地の聖職者がジャンの遺骸を保管していた。翌年1420年�月23

日に、ブルゴーニュ公フィリップがモントロを奪還し、�月25日にはイングランド王ヘンリ	

世らとともに同地でミサが挙行された。その後、遺体は川を遡って移送され、�月12日にシャ

ンモル修道院に埋葬された。この謀殺事件による混乱の結果、第�代公フィリップが新公とし

て正式にディジョン入市を果たしたのは、さらに翌々年の1422年�月19日のこととなる32)。

第�代公フィリップは、1467年�月15日にブルッヘにおいて没した。検死後、�月21日にイ

ングランド王ヘンリ�世らとともにブルッヘのシント・ドナース参事会教会において、かなり

厳かな葬儀が催された。ブルゴーニュ公の臓腑はそこに埋葬され、遺体もシャンモルへの移送

まで同教会に安置された。というのも、第�代ブルゴーニュ公シャルルは依然としてフランス

王ルイ11世とは微妙な関係にあって、その対応のため、すぐには南部の支配領域には向かえな

かったからである。結局、�年半余りの後、1474年�月23日に新公シャルルのディジョン入市

が果たされ、その後�月11日に、先代公および公妃の遺体はサント・シャペルを経てシャンモ

ル修道院に埋葬された。

最後に第�代公シャルルについては、同公はロレーヌ公領ナンシィの野に果てたが、敵のロ

レーヌ公がナンシィでの大勝利の証しである敵将シャルルの遺体を執拗に手離さなかったた

め、その遺体は、70年余り後になって、シャルルの曾孫にあたるハプスブルク家のカール	世

の手でようやくブルッヘのオンゼ・リーヴェ・ブラウ教会に葬られることになったのである。

なお、1743年にナンシィのサン・ジョルジュ参事会教会は取り壊しとなったため、シャルルの

心臓は、同市のフランシスコ会修道院へと移されたという33)。

４．おわりに

これまで、ブルゴーニュ四代公たちの宮廷儀礼を年代的に整理し、結婚と葬儀についてのみ

やや詳しく述べてきた。以上の通り、結婚と嫡子誕生、そして葬儀と公位継承（とりわけディ

ジョン入市）が、それぞれ時間的連続にあることは明白であるが、ブルゴーニュ公国は南北二

つの領域ブロックに分断されたため、諸儀礼の間に時間的空白が生まれたのもまた自明である。

初代から第�代の諸公がディジョン入市を果たすまでは、まだ公国の重心がそれほど北にシ

フトしていなかったことからすれば、最後の公シャルルの場合のみが出生（1433年）において

も、即位（1467年）と先代公葬儀（1474年）においても若干特異であったと言える。出生時に

は、金羊毛騎士団が南部の都市では唯一初めて、なおかつその本拠地ディジョンで執り行われ、

赤子シャルルも特別に騎士叙任されて騎士団員となった。他方、その父公フィリップと母イザ

ベルが亡くなった時に、新公シャルルはすぐにはディジョンに戻れなかった。それ故に、最後

の公の亡き父母の遺言を執行するためのシャンモルでの葬送と根拠地ブルゴーニュ公領を領有

する儀礼であるディジョン入市とをあわせて盛大に行わなくてはならなかったのである。

本稿では、四代ブルゴーニュ公が執り行った最低限度の宮廷儀礼、即ち冠婚葬祭ならぬ「即

婚葬祭」（正確には、出生をも含めて）を一覧化したに過ぎないが、馬上槍試合（トーナメント）

や即位後初回に止まらない入市式等、数多くの祝祭や各種イベントが催されている。こうした

宮廷や都市にかかわる祝祭が、ここで取り上げた宮廷儀礼の中にどのように織り込まれていく

かを理解することも重要な課題である。
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aultres en Bretaingne. Mais, par la grace de Dieu, tout retourna a Lescluse. Apres que ladicte dame eult

sejourné a Lescluze, elle entra a Bruges le viije jour du mois de janvier, l’an mil iiijc xxix. [...] ».
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estat. Lequel, grandement acompaignié de chevaliers et escuyers, yssi hors d’ycelle ville et vint aux champs. Et
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留していた王太子ルイ(のちのルイ11世)である。一方、代父の王太子と対等な適任者がいなかったた
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1090. マルグリット(マーガレット)の兄は、イングランド王エドワード 4 世(1483年没)。LA
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［付記］本稿は、平成24年度科学研究費補助金(基盤研究C)による研究成果の一部である。
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